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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無彩色インクと、第１の有彩色インクと、前記第１の有彩色インクとは異なる第２の有
彩色インクと、を付与することにより記録媒体にモノクローム画像を記録するための画像
処理方法であって、
　前記記録媒体上に前記第１の有彩色インクのみが付与された画像の正反射光の測定結果
が示す色相は、前記記録媒体上に前記第２の有彩色インクのみが付与された画像の正反射
光の測定結果が示す色相よりも、前記記録媒体上に前記無彩色インクのみが付与された画
像の正反射光の測定結果が示す色相に近く、
　前記モノクローム画像の濃度レベルが第１の濃度レベルを示す場合には、前記第２の有
彩色インクを付与せずに前記無彩色インクおよび前記第１の有彩色インクを付与するため
の濃度データを生成し、前記モノクローム画像の濃度レベルが前記第１の濃度レベルより
も高い濃度を示す第２の濃度レベル以上のレベルを示す場合には、前記レベルが高くなる
に従って前記第２の有彩色インクの付与量が増加するように、前記無彩色インクおよび前
記第２の有彩色インクを付与するための濃度データを生成することを特徴とする画像処理
方法。
【請求項２】
　前記無彩色インク、前記第１の有彩色インクおよび前記第２の有彩色インクは色材とし
て顔料を含んでいることを特徴とする請求項１に記載の画像処理方法。
【請求項３】
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　前記第２の有彩色インクはグリーンインクであることを特徴とする請求項１または２に
記載の画像処理方法。
【請求項４】
　前記第１の有彩色インクはシアンインクであることを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載の画像処理方法。
【請求項５】
　前記無彩色インクには、含有する色材の濃度が異なる複数の無彩色インクが含まれるこ
とを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項６】
　前記モノクローム画像の濃度レベルが前記第１の濃度レベルを示す場合には、前記第１
の有彩色インクおよび前記第２の有彩色インクとは異なる第３の有彩色インクを付与する
ための濃度データを生成することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画
像処理方法。
【請求項７】
　前記第３の有彩色インクはマゼンタインクであることを特徴とする請求項６に記載の画
像処理方法。
【請求項８】
　予め用意されたＬＵＴを用いることにより、インクを付与するための濃度データを濃度
レベルに応じて生成することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像処
理方法。
【請求項９】
　無彩色インクと、第１の有彩色インクと、前記第１の有彩色インクとは異なる第２の有
彩色インクと、を付与することにより記録媒体にモノクローム画像を記録するための画像
処理装置であって、
　前記記録媒体上に前記第１の有彩色インクのみが付与された画像の正反射光の測定結果
が示す色相は、前記記録媒体上に前記第２の有彩色インクのみが付与された画像の正反射
光の測定結果が示す色相よりも、前記記録媒体上に前記無彩色インクのみが付与された画
像の正反射光の測定結果が示す色相に近く、
　前記モノクローム画像の濃度レベルが第１の濃度レベルを示す場合には、前記第２の有
彩色インクを付与せずに前記無彩色インクおよび前記第１の有彩色インクを付与するため
の濃度データを生成し、前記モノクローム画像の濃度レベルが前記第１の濃度レベルより
も高い濃度を示す第２の濃度レベル以上のレベルを示す場合には、前記レベルが高くなる
に従って前記第２の有彩色インクの付与量が増加するように、前記無彩色インクおよび前
記第２の有彩色インクを付与するための濃度データを生成することを特徴とする画像処理
装置。
【請求項１０】
　コンピュータに、請求項１乃至８のいずれかに記載の画像処理方法を実行させることを
特徴とするコンピュータ可読プログラム。
【請求項１１】
　記録媒体上にモノクローム画像を記録するための画像処理方法であって、
　モノクローム画像が示す濃度レベルを取得する取得工程と、
　前記取得工程において取得した前記濃度レベルに基づいて、無彩色インクの付与量およ
びグリーンインクの付与量を決定する決定工程と、
　を備え、
ａ＊ｂ＊平面上において、所定のデューティで前記無彩色インクのみが付与された画像の
正反射光を測定した第１測定結果のｂ＊成分の正負を示す符号は、前記所定のデューティ
で前記グリーンインクのみが付与された画像の正反射光を測定した第２測定結果のｂ＊成
分の正負を示す符号とは逆であることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１２】
　前記取得工程において取得した前記濃度レベルが所定の値である場合、前記決定工程に



(3) JP 5538858 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

おいて、前記グリーンインクの色相とは異なる色相を有する有彩色インクの付与量が０よ
りも多くなるように決定し、
　前記ａ＊ｂ＊平面上において、前記第２測定結果のｂ＊成分の絶対値は、前記所定のデ
ューティで前記有彩色インクのみが付与された画像の正反射光を測定した第３測定結果の
ｂ＊成分の絶対値よりも小さいことを特徴とする請求項１１に記載の画像処理方法。
【請求項１３】
　前記有彩色インクはシアンインクであることを特徴とする請求項１２に記載の画像処理
方法。
【請求項１４】
　前記無彩色インク及び前記グリーンインクは色材として顔料を含むことを特徴とする請
求項１１ないし１３のいずれか１項に記載の画像処理方法。
【請求項１５】
　前記決定工程では、前記濃度レベルと、前記無彩色インクの付与量及び前記グリーンイ
ンクの付与量と、を対応付けたデータに基づいて、前記無彩色インクの付与量及び前記グ
リーンインクの付与量を決定することを特徴とする請求項１１から１４のいずれか１項に
記載の画像処理方法。
【請求項１６】
　前記決定工程において決定される前記グリーンインクの付与量は、前記濃度レベルが高
くなるに従って増加することを特徴とする請求項１１から１５のいずれか１項に記載の画
像処理方法。
【請求項１７】
　記録媒体上にモノクローム画像を記録するための画像処理装置であって、
　モノクローム画像が示す濃度レベルを取得する取得手段と、
　前記取得工程において取得した前記濃度レベルに基づいて、無彩色インクの付与量およ
びグリーンインクの付与量を決定する決定手段と、
　を備え、
ａ＊ｂ＊平面上において、所定のデューティで前記無彩色インクのみが付与された画像の
正反射光を測定した第１測定結果のｂ＊成分の正負を示す符号は、前記所定のデューティ
で前記グリーンインクのみが付与された画像の正反射光を測定した第２測定結果のｂ＊成
分の正負を示す符号とは逆であることを特徴とする画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔料を含有するブラックインクと複数のカラーインクを用いて、記録媒体に
モノクロ画像を記録するための画像処理装置および画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録装置は、高解像度で高品位な画像を高速に出力可能であり、ランニ
ングコストが安く、出力時の騒音が少ないなど、様々な利点を有している。近年では、銀
塩写真に匹敵する高品位な写真出力への需要も高まり、カラー写真はもちろんモノクロー
ム写真を印刷するような場面も増えてきている。このようなインクジェット記録市場にお
いては、出力画像の色安定性や堅牢性の観点から顔料インクを使用することが多くなって
来ている。
【０００３】
　しかしながら、顔料を使用した記録物では、正反射光が変色してしまういわゆるブロン
ズ現象が従来から問題視されている。ブロンズ現象とは、記録媒体の記録部分において、
記録に用いたインクの色相とは反対の色相である補色の反射光が確認される現象である。
つまり、例えばシアンを１００％記録した領域では赤色の反射光が視認され、観察者に違
和感を与えてしまう。
【０００４】
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　このようなブロンズ現象に対し、特許文献１では、比較的ブロンズ現象が少ないイエロ
ーインクを用いて印刷面の全面をオーバーコートする方法が開示されている。この際、印
刷面の中でも、イエローに近い色相角（１８０°＜Ｈ°＜３６０°）を有する画像領域へ
の付与量を、イエローから遠い色相角（０°＜Ｈ°＜１８０°）を有する画像領域への付
与量よりも少なく抑え、必要以上に画像に黄色身が増すのを防いでいる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－１８１６８８号公報
【特許文献２】特開２００５－２３８８３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、本発明者らの鋭意検討によれば、顔料インクを用いてモノクローム画像
を記録する際に上記特許文献１の方法を採用すると、ブロンズ現象を抑制することはでき
るが、画像全体の黄色味が観察者に違和感を与える程に際立ってしまうことが確認された
。
【０００７】
　もともと、顔料インクに限らず、無彩色インクのみを用いて記録したモノクローム画像
では、記録媒体の種類等によって僅かに色味を帯びてしまうことが知られている。そして
。このような色相の偏りに対応するため、無彩色インクを主として用いながらも、これら
に混在させて有彩色インクを記録することにより、色相の偏りを無彩色方向に戻す技術が
提案されている（例えば特許文献２参照）。よって、顔料インクを用いてモノクローム画
像を印刷する場合であっても、イエローインクで画像全体をオーバーコートしつつ、更に
他の有彩色インクを記録することによって、色相の偏りを無彩色方向に戻すことは可能で
ある。
【０００８】
　しかし、このように比較的多量のイエローインクによって黄色味がかった画像全体に、
更に有彩色インクを付与することによって色相の偏りを無彩色方向に戻すには、より多く
の有彩色インクを付与することが必要となる。このような場合、インクジェット記録ヘッ
ドの僅かな吐出量の変化であっても色相のバランスが大きく崩れ、モノクロームとして許
容される色相範囲を超える発色が視認されるようになる。以下、このような画像弊害を「
色転び」と称する。
【０００９】
　すなわち、モノクローム画像を記録する構成においては、上記ブロンズ現象と色転びの
両方を同時に解決することが困難であった。
【００１０】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものである。よって、その目的とするところは、
インクジェット記録装置において、ブロンズ現象と色転びの両方を抑制し、高画質なモノ
クローム写真を出力することが可能な画像処理装置、及び、画像処理方法を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　そのために本発明は、無彩色インクと、第１の有彩色インクと、前記第１の有彩色イン
クとは異なる第２の有彩色インクと、を付与することにより記録媒体にモノクローム画像
を記録するための画像処理方法であって、前記記録媒体上に前記第１の有彩色インクのみ
が付与された画像の正反射光の測定結果が示す色相は、前記記録媒体上に前記第２の有彩
色インクのみが付与された画像の正反射光の測定結果が示す色相よりも、前記記録媒体上
に前記無彩色インクのみが付与された画像の正反射光の測定結果が示す色相に近く、前記
モノクローム画像の濃度レベルが第１の濃度レベルを示す場合には、前記第２の有彩色イ
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ンクを付与せずに前記無彩色インクおよび前記第１の有彩色インクを付与するための濃度
データを生成し、前記モノクローム画像の濃度レベルが前記第１の濃度レベルよりも高い
濃度を示す第２の濃度レベル以上のレベルを示す場合には、前記レベルが高くなるに従っ
て前記第２の有彩色インクの付与量が増加するように、前記無彩色インクおよび前記第２
の有彩色インクを付与するための濃度データを生成することを特徴とする。
【００１２】
　また、記録媒体上にモノクローム画像を記録するための画像処理方法であって、モノク
ローム画像が示す濃度レベルを取得する取得工程と、前記取得工程において取得した前記
濃度レベルに基づいて、無彩色インクの付与量およびグリーンインクの付与量を決定する
決定工程と、を備え、ａ＊ｂ＊平面上において、所定のデューティで前記無彩色インクの
みが付与された画像の正反射光を測定した第１測定結果のｂ＊成分の正負を示す符号は、
前記所定のデューティで前記グリーンインクのみが付与された画像の正反射光を測定した
第２測定結果のｂ＊成分の正負を示す符号とは逆であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、モノクローム画像における色相ずれとブロンズ現象の両方を好適に抑
制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明に適用可能なインクジェット記録装置の記録部の概略図である。
【図２】記録ヘッドを吐出口面側から観察した場合の吐出口の配列状態を示す図である。
【図３】インクジェット記録装置における制御系の構成を説明するためのブロック図であ
る。
【図４】記録制御部が実行する画像処理の工程を説明するためのブロック図である。
【図５】本発明の実施例で使用するブラック、シアンおよびグリーンのインクの色相およ
び彩度を、記録デューティに対応させて測定した結果を示す図である。
【図６】色相ずれを抑えることを目的とした色分解処理を行った場合の、信号値変換の様
子を示した図である。
【図７】色相のずれとブロンズ現象の両方を抑えるように作成した色分解処理の信号値変
換の様子を示す図である。
【図８】本発明の実施例で使用するブラック、シアンおよびグリーンのインクの反射光の
色相を測定した結果を示す図である。
【図９】本発明の実施例の検証結果を説明するための図である。
【図１０】ブロンズ現象を低減することを目的とした色分解処理を行った場合の、信号値
変換の様子を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施例を、図面を参照しつつ詳細に説明する。
【実施例１】
【００１６】
　（インクの組成）
　まず、本発明のインクジェット記録方法で使用可能な顔料インクの成分および作製方法
について説明する。本実施例では、ブラック、シアン、マゼンタ、イエロー、およびグリ
ーンの５色の顔料インクを用いるものとする。尚、文中に「％」とあるのは特に断りのな
い限り質量基準である。又、アセチレングリコールエチレンオキサイド（ＥＯ）付加物は
アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル（株）製）である。
【００１７】
　＜イエローインク＞
（１）　分散液の作製
　以下のものを混合する。
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・顔料［Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー７４（製品名：Ｈａｎｓａ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　
Ｙｅｌｌｏｗ　５ＧＸ（クラリアント社製））］：　 １０部
・アニオン系高分子Ｐ－１［スチレン／ブチルアクリレート／アクリル酸共重合体（共重
合比（重量比）＝３０／４０／３０）、酸価２０２、重量平均分子量６５００、固形分１
０％の水溶液、中和剤：水酸化カリウム］：　 ３０部
・イオン交換水：　　６０部
【００１８】
　次に上記に示す材料をバッチ式縦型サンドミル（アイメックス製）に仕込み、０．３ｍ
ｍ径のジルコニアビーズを１５０部充填し、水冷しつつ、１２時間分散処理を行う。更に
、この分散液を遠心分離機にかけ粗大粒子を除去する。そして、最終調製物として、固形
分が約１２．５％、重量平均粒径が１２０ｎｍのイエロー分散液を得る。得られたイエロ
ー分散液を用いて、下記のようにしてインクを調製する。
【００１９】
（２）　インクの作製
　以下の成分を混合し、十分に攪拌して溶解・分散後、ポアサイズ１．０μｍのミクロフ
ィルター（富士フイルム製）にて加圧濾過して、インクを調製すする。
・上記イエロー分散液：　　　　　　　　　　　　　４０部
・グリセリン：　　　　　　　　　　　　　　　　　　９部
・エチレングリコール：　　　　　　　　　　　　　　６部
・アセチレングリコールＥＯ付加物：　　　　　　　　１部
・１，２－ヘキサンジオール：　　　　　　　　　　　３部
・ポリエチレングリコール（分子量１０００）：　　　 ４部
・イオン交換水：　　　　　　　　　　　　　　　　３７部
【００２０】
　＜マゼンタインク＞
（１）　分散液の作製
　まず、ベンジルアクリレートとメタクリル酸を原料として、常法により、酸価３００、
数平均分子量２５００のＡＢ型ブロックポリマーを作り、更に、水酸化カリウム水溶液で
中和し、イオン交換水で希釈して均質な５０質量％ポリマー水溶液を作成する。
【００２１】
　上記ポリマー溶液を１００ｇ、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２を１００ｇおよびイオ
ン交換水３００ｇを混合し、機械的に０．５時間撹拌する。
【００２２】
　次に、マイクロフリュイダイザーを使用し、この混合物を、液体圧力約７０ＭＰａ下で
相互作用チャンバ内に５回通すことによって処理する。更に、上記で得た分散液を遠心分
離処理（１２，０００ｒｐｍ、２０分間）することによって、粗大粒子を含む非分散物を
除去してマゼンタ分散液とする。得られたマゼンタ分散液は、その顔料濃度が１０質量％
、分散剤濃度が５質量％であるとする。
【００２３】
（２）　インクの作製
　インクの作製は、上記マゼンタ分散液を使用する。これに以下の成分を加えて所定の濃
度にし、これらの成分を十分に混合撹拌した後、ポアサイズ２．５μｍのミクロフィルタ
ー（富士フイルム製）にて加圧濾過し、顔料濃度４質量％、分散剤濃度２質量％の顔料イ
ンクを調製する。
・上記マゼンタ分散液：　　　　　　　　　　　　　４０部
・グリセリン：　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
・ジエチレングリコール：　　　　　　　　　　　　１０部
・アセチレングリコールＥＯ付加物：　　　　　　０．５部
・イオン交換水：　　　　　　　　　　　　　　３９．５部
【００２４】
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　＜シアンインク＞
（１）　分散液の作製
　まず、ベンジルアクリレートとメタクリル酸を原料として、常法により、酸価２５０、
数平均分子量３０００のＡＢ型ブロックポリマーを作り、更に、水酸化カリウム水溶液で
中和し、イオン交換水で希釈して均質な５０質量％ポリマー水溶液を作成する。
【００２５】
　上記のポリマー溶液を１８０ｇ、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３を１００ｇおよび
イオン交換水を２２０ｇ混合し、機械的に０．５時間撹拌する。次に、マイクロフリュイ
ダイザーを使用し、この混合物を、液体圧力約７０ＭＰａ下で相互作用チャンバ内に５回
通すことによって処理する。
【００２６】
　更に、上記で得た分散液を遠心分離処理（１２，０００ｒｐｍ、２０分間）することに
よって、粗大粒子を含む非分散物を除去してシアン分散液とする。得られたシアン分散液
は、その顔料濃度が１０質量％、分散剤濃度が１０質量％であるとする。
【００２７】
（２）　インクの作製
　インクの作製は、上記シアン分散液を使用した。これに以下の成分を加えて所定の濃度
にし、これらの成分を十分に混合撹拌した後、ポアサイズ２．５μｍのミクロフィルター
（富士フイルム製）にて加圧濾過し、顔料濃度２質量％、分散剤濃度２質量％の顔料イン
クを調製する。
・上記シアン分散液：　　　　　　　　　　　　　　２０部
・グリセリン：　　　　　　　　　　　　　　　　　１０部
・ジエチレングリコール：　　　　　　　　　　　　１０部
・アセチレングリコールＥＯ付加物：　　　　　　０．５部
・イオン交換水：　　　　　　　　　　　　　　５３．５部
【００２８】
　＜ブラックインク＞
（１）分散液の作製
・カーボンブラック：　　　　　　　　　　　　　　１０部
・樹脂：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５部
・水：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８５部
【００２９】
　上記した組成の混合液を、金田理化工業製のサンドミルを用いて、１，５００ｒｐｍ、
５時間の条件で分散することにより、カーボンブラック分散液１（カーボンブラック含有
量１０質量％）を得る。尚、サンドミルの分散条件は、ジルコニアビーズ径：０．６ｍｍ
、ポット内充填率：７０％とする。カーボンブラックは、Ｂｌａｃｋ  Ｐｅａｒｌｓ  １
１００（米国Ｃａｂｏｔ製）を用い、又、樹脂には、共重合比７０：３０、重量平均分子
量８，０００、酸価１７０のスチレン－アクリル系樹脂を酸価と当量の水酸化カリウムで
中和したものを用いる。
【００３０】
（３）　インクの作製
　インクの作製は、上記ブラック分散液を使用する。これに以下の成分を加えて所定の濃
度にし、これらの成分を十分に混合撹拌した後、ポアサイズ２．５μｍのミクロフィルタ
ー（富士フイルム製）にて加圧濾過し、顔料インクを調製する。
・上記ブラック分散液：　　　　　　　　　　　　　１８部
・グリセリン：　　　　　　　　　　　　　　　　　　７部
・トリエチレングリコール：　　　　　　　　　　　　５部
・ポリエチレングリコール１０００　　　　　　　　　３部
・アセチレングリコールＥＯ付加物：　　　　　　　　１部
・イオン交換水：　　　　　　　　　　　　　　　　６６部



(8) JP 5538858 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

【００３１】
　＜グリーンインク＞
（１）　分散液の作製
　撹拌機及びハロゲンガス導入管を有する反応器で、塩化アルミニウム１８０ｇ及び塩化
ナトリウム４２ｇを、１６０℃で５時間、混合しながら加熱する。その後、さらに２時間
撹拌した後、温度を１００℃にして、６０ｇの銅フタロシアニンを加える。さらに、この
反応器内に、１０：１の割合の塩素ガスと臭素ガスを９ｇ／ｈの流速で導入し、銅フタロ
シアニンのハロゲン化を行う。得られた物質を水中に排出し、洗浄、乾燥を行い、８０ｇ
のグリーン顔料を得る。
【００３２】
　上記グリーン顔料を１５部、分散剤を７．５部、及びイオン交換水を７７．５部、を混
合して顔料溶液を調製する。なお、前記分散剤には、ベンジルメタクリレートとメタクリ
ル酸を原料として常法により合成した、酸価２５０、重量平均分子量６，０００のＡＢ型
ブロックポリマーを水酸化カリウム水溶液で中和して得られた樹脂Ａを用いる。この顔料
溶液をバッチ式縦型サンドミル（アイメックス製）に仕込み、０．３ｍｍのジルコニアビ
ーズを８５部充填し、水冷しながら３時間分散する。その後、遠心分離を行うことで粗大
粒子を含む非分散物を除去する。さらに、ポアサイズ３．０μｍのミクロフィルター（富
士フイルム製）にて加圧ろ過することで、顔料の含有量（固形分）が１０質量％、樹脂の
含有量が５質量％のグリーン顔料分散体を調製する。
【００３３】
（２）　インクの作製
　インクの作製は、上記グリーン分散液を使用する。これに以下の成分を加えて所定の濃
度にし、これらの成分を十分に混合撹拌した後、ポアサイズ２．５μｍのミクロフィルタ
ー（富士フイルム製）にて加圧濾過し、顔料インクを調製する。
・上記グリーン分散液：　　　　　　　　　　　　　４０部
・グリセリン：　　　　　　　　　　　　　　　　　　７部
・ジエチレングリコール：　　　　　　　　　　　　　５部
・ポリエチレングリコール１０００　　　　　　　　　５部
・アセチレングリコールＥＯ付加物：　　　　　　　　１部
・イオン交換水：　　　　　　　　　　　　　　　　４１部
【００３４】
　（全体的構成）
　図１は、本発明に適用可能なインクジェット記録装置１の記録部の概略図である。キャ
リッジ１１は、タイミングベルト１５を介して得られる主走査モータ１４の駆動力によっ
て、ガイドシャフト１３に案内支持されながら、図の主走査方向に移動可能になっている
。キャリッジ１１には、キャリッジ１１の移動に追従可能なフレキシブルケーブル１２が
接続され、またこのフレキシブルケーブル１２から得られた信号をキャリッジ１１に搭載
された記録ヘッド（図１では不図示）に伝達するためのコネクタホルダが備えられている
。記録装置本体の記録制御部が発信する駆動信号は、フレキシブルケーブル１２およびコ
ネクタホルダを介してキャリッジ１１上の記録ヘッドに送信される。
【００３５】
　また、キャリッジ１１には、主走査方向に張られたエンコーダスケール１６のメモリを
検知するためのエンコーダセンサが搭載されており、キャリッジ１１の現在位置や速度が
管理されるようになっている。
【００３６】
　キャリッジ１１が移動する領域の端部には、記録ヘッドのメンテナンス処理を実行する
ための回復手段１７が備えられている。回復手段１７には、吸引および放置時に記録ヘッ
ドの吐出口面を保護するためのキャップ１７１、記録ヘッドの吐出口面をワイピングする
ためのワイパーブレード１７２が備えられている。
【００３７】



(9) JP 5538858 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

　図２は、キャリッジ１１に搭載可能な本実施例の記録ヘッド２１を、吐出口面側から観
察した場合の吐出口の配列状態を示す図である。記録ヘッド２１には、ブラック、シアン
、マゼンタ、イエローおよびグリーンのインクを吐出するための６列のノズル列２１Ｋ～
２１Ｇが図のように副走査方向に並列している。各ノズル列には、１２８０個の吐出口（
ノズル）が１２００ｄｐｉ（ドット／インチ）のピッチで主走査方向に配列している。
【００３８】
　個々の吐出口の内部にはインクを吐出口まで導くインク路が延在し、その途中には駆動
信号に応じて熱エネルギを発生するための電気熱変換体が配備されている。記録制御部か
ら受信した駆動信号に基づいて、電気熱変換体に電圧パルスが印加されることにより、電
気熱変換体近傍のインク内に膜沸騰を生じ、発生した気泡の圧力によって、個々の吐出口
からインクが滴として吐出される仕組みになっている。本実施例において、各吐出口から
は約４．５ｐｌのインクが吐出されるものとする。
【００３９】
　再度図１を参照する。記録を行う際、用紙やプラスチック薄板等の記録媒体は、給紙ト
レイ１８から一枚ずつ分離給紙され、不図示の給紙ローラによって装置内部に給送される
。そして、キャリッジ１１に搭載された記録ヘッドによる記録が可能な位置に、記録媒体
の先端が位置合わせされる。その後、キャリッジ１１が主走査方向に移動しながら記録ヘ
ッド２１が駆動信号に応じてインクを吐出する記録走査と、記録ヘッドの記録幅に応じた
分だけ記録媒体を副走査方向に搬送する搬送動作とを交互に繰り返す。これによって、記
録媒体に段階的に１２００ｄｐｉの記録密度で画像が形成されていく。
【００４０】
　図３は、インクジェット記録装置１における制御系の構成を説明するためのブロック図
である。外部に接続されたホスト装置３０２は、スキャナやデジタルカメラのような画像
入出力機器３０１と接続され、ここから受信した画像データに処理を加えた後、ＲＧＢの
多値信号の状態で画像データを記録装置１に転送する。ホスト装置３０２は、情報処理装
置としてのコンピュータのほか、イメージリーダなどの形態であってもよい。
【００４１】
　ホスト装置３０２から受信した多値のＲＧＢデータは、一度記録装置内の受信バッファ
３０４に蓄積・記憶される。
【００４２】
　記録制御部３０５には、ＣＰＵ３０６を始め、制御プログラムなどを記憶したＲＯＭ３
０７や、各種画像処理を実施する際のワークエリアとなるＲＡＭ３０８が配置されている
。記録制御部３０５は、ＲＯＭ３０７に格納された制御プログラムに従って、受信バッフ
ァ３０４に格納された画像データの処理の他、記録装置全体の様々な制御を行う。例えば
、受信バッファ３０４に格納された多値のＲＧＢ画像データに、本発明の特徴的な画像処
理を施して、記録ヘッド２１が記録可能なＣＭＹＫＧの２値データを生成する。そして、
このように生成された２値データに従って、記録ヘッド２１からインクが吐出されるよう
に、吐出制御部３１２をコントロールする。また、記録制御部３０５は、モータ制御部３
０９を通じて、キャリッジ１１を主走査方向に移動させるためのキャリッジモータ３１０
や、記録媒体を副走査方向に搬送させるための搬送モータ３１１の制御も行う。
【００４３】
　図４は、記録制御部が実行する画像処理の工程を説明するためのブロック図である。記
録制御部３０５は、受信バッファ３０４に格納されている多値のＲＧＢデータ（輝度デー
タ）に対し、色変換処理４０１を実行することにより、本実施例の記録装置で使用するイ
ンクに対応した多値の濃度データを生成する。カラー画像の場合、色変換処理において、
多値のＲＧＢデータは、シアン、マゼンタ、イエローおよびブラックの４色の多値の濃度
データに変換される。モノクローム画像の場合には、入力される無彩色の多値データは、
本実施例では、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラックおよびグリーンの５色の多値の濃
度データに変換される。
【００４４】
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　本実施例も含め、一般に色変換処理では、輝度／濃度変換処理と色分解処理という２つ
の意味合いの処理を、ＬＵＴを用いることによって一括して行う構成になっている。輝度
／濃度変換処理とは、入力されたＲＧＢの輝度データをこれらの補色に当たるＣＭＹの濃
度データに変換する処理であり、信号値の大小関係が逆転する。また、色分解処理とは、
輝度濃度変換で得られた濃度データを、実際に記録装置が使用するインクを用いて表現す
るように、各色の濃度データに補正をかける処理である。
【００４５】
　インクジェット記録装置の場合、実際に使用するインクは、必ずしもａ＊ｂ＊空間で好
適なシアン、マゼンタ、イエローおよびブラックの色相を有するわけではない。よって、
色分解処理では、輝度／濃度変換処理で得られた濃度データに対応する色を、実際に使用
するインクを用いて表現するために、各色インクの濃度データをバランスよく生成する役
割を果たしている。
【００４６】
　このように、２段階の処理を含む色変換処理４０１であるが、実際には、予めＲＯＭ３
０７に格納されているルックアップテーブル（ＬＵＴ）を参照して、一括した信号値変換
を行う。具体的には、画素ごとに、当該画素が有する２５６階調のＲＧＢの輝度データの
組み合わせを、同じく２５６階調のＣＭＹＫＧの濃度データの組み合わせに変換する。カ
ラー画像の場合、ＬＵＴはＲ（レッド）、Ｇ（グリーン）、ブルー（Ｂ）から、Ｃ（シア
ン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）、Ｋ（ブラック）の多値濃度データが得られる３
次元テーブルとなる。モノクローム画像の場合には、無彩色の多値輝度データから、Ｃ（
シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）、Ｋ（ブラック）、Ｇ（グリーン）が得られ
る１次元テーブルとなる。
【００４７】
　色変換処理が施されたＣＭＹＫＧの多値画像データは、次に、出力γ補正処理４０２が
施され、記録媒体で表現される濃度が入力信号に対し線形になるような信号値変換が行わ
れる。具体的には、予めＲＯＭ３０７に格納されインク色毎に用意された１次元のルック
アップテーブルを参照することにより、画素ごとに、２５６階調の濃度データＣＭＹＫＧ
を同じく２５６階調の濃度データＣ´Ｍ´Ｙ´Ｋ´Ｇ´に変換する。
【００４８】
　出力γ補正処理４０２から出力されたＣ´Ｍ´Ｙ´Ｋ´Ｇ´の多値濃度データは、量子
化処理４０３において、各色１（記録）または０（非記録）の２値データに変換される。
量子化処理の方法としては、公知の誤差拡散法やディザ法などを適用することが出来る。
その後、記録制御部３０５は、量子化処理４０３で得られた２値データに従って、記録制
御部３１２を介して記録ヘッド２１の各ノズルよりインクを吐出させる。
【００４９】
　なお、色変換処理４０１や出力γ補正処理４０２で参照するＬＵＴは、カラー画像とモ
ノクローム画像で別に用意するのはもちろん、記録媒体の種類などに応じた記録モードご
とにも用意されているのが一般である。また、ＬＵＴにおいては、全２５６階調の組み合
わせに対して、ＣＭＹＫＧの多値データが１対１で対応付けられるような形態であっても
良いが、変換データが離散的に記憶された形態であってもよい。この場合、記憶されてい
る複数の変換データを利用した補間処理を行うことによってＣＭＹＫＧの多値データを算
出することが出来る。
【００５０】
　（特徴構成）
　以上説明した記録装置の構成において、本実施例ではモノクローム画像を記録する際の
色変換処理４０１に特徴を持たせることによって、色転びの低減とブロンズ現象の低減を
両立させる。
【００５１】
　図５は、本実施例で使用するブラック、シアンおよびグリーンのインクを記録媒体に記
録した場合の色相および彩度を、記録デューティに対応させて測定した結果を示す図であ
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る。色相の測定は、市販の分光測定器（Ｇｒｅｔａｇ　Ｍａｃｂｅｔｈ社製　Ｓｐｅｃｔ
ｒｏ　Ｌｉｎｏ）を用いて行い、その結果をａ＊ｂ＊平面上に示している。なお、記録デ
ューティとは、１つのドットを記録する最小単位である画素が複数配置した所定の領域に
おいて、画素数に対する記録ドット数の割合を示す。
【００５２】
　図において、シアンインクとグリーンインクについては、５％～３５％の記録デューテ
ィについて測定した結果を示し、記録デューティが増加するほど彩度が増しているのがわ
かる。一方、ブラックインクについては、０％～１００％の記録デューティについて測定
した結果を示している。低濃度領域では無彩色に近い状態であるが、５０％程度の濃度領
域でイエロー方向への彩度が最高になり、更に高濃度領域では彩度は徐々に抑えられてい
るのがわかる。
【００５３】
　このようなブラックインクを用いて好適なグレーバランスのモノクローム画像を記録す
る為には、イエローの彩度を抑える様に、追加して記録する有彩色インクの種類や量を階
調に応じて調整することが望まれる。図５の例であれば、イエロー方向への色相ずれと反
対の成分を持つシアンインクの付与が好ましいことになる。
【００５４】
　一方、図８は、本実施例で使用するブラック、シアンおよびグリーンのインクを記録媒
体に記録した１００％記録デューティの画像の反射光の色相を測定した結果を示す図であ
る。反射光の測定は、市販の分光放射輝度計（ＣＳ－１０００Ａ：コニカミノルタ製）を
用いて行い、その結果をａ＊ｂ＊平面上に示している。既に説明したように、ブロンズ現
象は顔料本来の色の補色を示す傾向があるため、グリーンはヴァイオレットを、シアンは
レッドを示している。また、ブラックインクの正反射光はイエローを示している。以下、
ブロンズ現象によって白色光の正反射光が変色した場合の色味をブロンズ色と称する。
【００５５】
　図８のような特徴を有するブラックインクを用いながら、モノクローム画像でブロンズ
現象を抑えるためには、イエローのブロンズ色を抑えるブロンズ色を有する有彩色インク
を記録することが望まれる。図８の例であれば、ブラックインクのブロンズ色を抑えるた
めには、シアンインクのブロンズ色（レッド）よりもグリーンインクのブロンズ色（ヴァ
イオレット）の方が、ｂ＊方向の成分を０に近づける効果が期待できる。
【００５６】
　この様に、顔料ブラックインクでは、色相ずれを補正するために好ましいインク色と、
ブロンズ現象を補正するために好ましいインクとが、異なっていることが多い。
【００５７】
　図６は、図５で示したブラックインクを用いてモノクローム画像を記録する際に、色相
ずれを抑えることを目的とした色分解処理を行った場合の、信号値変換の様子を示した図
である。図において、横軸は輝度濃度変換後の多値濃度データの濃度レベルに相当し、レ
ベル数が大きいほど高濃度であることを意味する。一方、縦軸は各濃度レベルに対応して
色分解処理から出力されるブラック、シアン、マゼンタの２５６値の多値データを示し、
出力信号の大きさが記録媒体の単位領域に実際に記録されるドット数すなわち記録デュー
ティに相応している。この色変換処理の例では、モノクローム画像の色相を補正するため
にシアンとマゼンタのインクを使用する場合を示している。
【００５８】
　図によれば、粒状感の目立ち易い低濃度領域ではブラックインクを用いず、シアンとマ
ゼンタでグレーを表現している。粒状感が目立ち難くなる程度の濃度レベルから、ブラッ
クインクを記録するようにし、ブラックインクの色相がイエロー方向にずれる中濃度領域
で、シアンとマゼンタの信号値は最大値となる。その後濃度レベルが上がるに連れ、ブラ
ックの信号値が上昇しシアンおよびマゼンタの信号値は徐々に低下している。
【００５９】
　但し、シアンインクを多目に付与する図７の方法では、図８で示したようなブロンズ色



(12) JP 5538858 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

の特徴を有するブラックインクを用いた場合、ブロンズ現象の軽減効果は期待できない。
高濃度領域においては、ブラックインクのブロンズ色であるイエローとシアンインクのブ
ロンズ色であるレッドとが加法混色し、赤茶色の強いブロンズ色が視認され、むしろ違和
感を与えることが懸念される。すなわち、図６で示す色分解処理では、色相ずれを抑える
ことは出来ても、顔料インク特有のブロンズ現象を低減することは出来ない。
【００６０】
　図８の場合には、ブロンズ現象を抑制するためには、シアンインクではなくグリーンイ
ンクを記録することが有効である。グリーンインクであれば、この補色であるヴァイオレ
ットとイエローの加法混色によって、ブロンズ色の色相は白色（無彩色）に近づくので、
ブロンズ現象が目立たなくなるからである。
【００６１】
　但し、例えば図１０に示すように、粒状感の目立ち易い低濃度領域や、色相ずれが目立
ちやすい中濃度領域も含めた全濃度領域で、グリーンインクを積極的に使用してしまうと
、シアンインクの場合よりも色転びが懸念されるようになる。何故なら、再度図５を参照
するに、グリーンインクの色相の－ｂ＊方向の成分は、シアンインクよりも小さく、ブラ
ックインクの色相ずれを抑えるには弱いので、シアンインクの場合よりも多くの量を記録
しなければならないからである。
【００６２】
　本発明者らは、鋭意検討の結果、上記色相ずれが問題になるのは主に低～中濃度領域で
あり、ブロンズ現象が問題になるのは主に高濃度領域であることに着目した。そして、全
階調領域で色相ずれもブロンズ現象も目立たない様にする為には、低～中濃度領域では色
相ずれの補正効果が高い有彩色インクを記録し、高濃度領域ではブロンズ現象の抑制効果
が高い有彩色インクを記録することが、効果的であるという知見に至った。よって、本実
施例では低～中濃度領域では、色相ずれを補正するためにシアンインクを利用し、高濃度
領域ではブロンズ現象を抑制するためにグリーンインクを使用する。
【００６３】
　図７は、色相のずれとブロンズ現象の両方を抑えるように作成した本実施例の色分解処
理の信号値変換の様子を示す図である。本実施例の色変換処理では、色相ずれの方がブロ
ンズ現象よりも目立ちやすい低濃度領域から中濃度領域では、モノクローム画像の色相を
補正するためにシアンとマゼンタインクをグリーンインクよりも多く使用する。一方、色
相ずれよりもブロンズ現象の方が目立ちやすい高濃度領域では、ブロンズ現象を抑制する
ためにグリーンインクをシアンやマゼンタインクよりも多く使用する。そして、いずれの
インク色についても、濃度レベルの値に応じて出力信号値を連続的に且つ滑らかに変化さ
せることによって、グリーンインクとシアン或いはマゼンタインクの出力信号値の大小関
係が、濃度レベルに応じて自然な状態で逆転するようにしている。本実施例において、最
高の濃度レベル２５５での、グリーンの出力信号値はその約１５％である３５程度になっ
ている。
【００６４】
　なお、グリーンの出力信号値が大きいほどブロンズ現象の抑制効果は高いが、あまり大
きすぎるとモノクローム画像の色相に影響が現れる。よって、濃度レベルの最高値におけ
るグリーンインク（有彩色インク）の出力信号値は、ブロンズ現象と色相ずれの両方が目
立たない範囲に調整されることが好ましい。上記成分のインクを用いた場合には、グリー
ンインクの付与量がクブラックインク付与量の４０％程度までに抑えることが望ましい。
【００６５】
　このように、本実施例では、図７に示すような色分解処理を実行することによって、モ
ノクローム画像における色相ずれとブロンズ現象の両方を好適に抑制することが可能とな
る。
【００６６】
　（評価）
　以下、本実施例の検証のための実験およびその結果を説明する。



(13) JP 5538858 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

【００６７】
　本検証では、まず、図１～図３に示すシリアル型のインクジェット記録装置を用い、１
２００ｄｐｉの解像度を有するブラックのパッチを、複数の濃度レベルに対応するように
複数パッチ記録した。１６パスの双方向マルチパス記録で記録した。インクの吐出量は４
．５ｐｌであり、記録媒体はキヤノン製光沢紙（商品名「プレミアム光沢紙（厚口）」）
を使用した。
【００６８】
　ここでは、本実施例を従来の構成と比較するため、図６、図７および図１０に示した色
分解処理の夫々に基づいて、複数の濃度レベルに対応する複数のパッチを記録した。図６
は、モノクローム画像の色相ずれを補正することを目的に、全階調領域でシアンとマゼン
タのみを有彩色インクとして使用した場合の色分解処理を示し、これを使用した検討結果
を比較例１と示す。図１０は、モノクローム画像のブロンズ現象を低減することを目的に
、全階調領域でグリーンインクのみを有彩色インクとして使用した場合の色分解処理を示
し、これを使用した結果を比較例２と示す。図７は、モノクローム画像の色相ずれとブロ
ンズ現象の両方を低減することを目的に、シアン、マゼンタおよびグリーンインクを有彩
色インクとして使用した場合の色分解処理を示し、これを使用した結果を実施例と示す。
【００６９】
　そして、上記３例の夫々について、濃度レベルが２５５に相当するパッチのブロンズ色
を、分光放射輝度計（ＣＳ－１０００Ａ：コニカミノルタ製）を用いての測定し、黒色と
しての見栄えを目視で判断した。また、複数の階調のパッチの色相を比較することにより
、色転び（色相ずれ）の状態も評価した。
【００７０】
　図９は、上記測定のおよび目視判断の結果を示す図である。
【００７１】
　ブロンズ色の測定結果において、グリーンインクを使用している本実施例と比較例２で
は、シアンインクを使用している比較例１に比べて特にｂ＊成分が小さくなり、ブロンズ
色の彩度が抑えられていることがわかる。
【００７２】
　黒の見栄えについては、シアンの付加によって赤茶色のブロンズ色が視認される比較例
１に比べ、本実施例と比較例２のパッチは好適な黒色が得られていることが判る。
【００７３】
　色転びの状態については、ブラックインクの記録量に対し有彩色の付与量の割合が大き
い比較例２において、色転びの懸念（程度）が強いことがわかる。
【００７４】
　以上の結果より、図７で示した色分解処理を採用した本実施例の方法が、ブロンズ現象
、黒色の見栄え、色転び現象の全てにおいて良好であることが検証された。
【００７５】
　以上説明した様に本実施例では、モノクローム画像を記録する際に、低～中濃度領域で
はシアンインクをグリーンインクよりも多く付与することによって色相ずれを抑制する。
また、高濃度領域ではグリーンインクをシアンインクよりも多く付与することによってブ
ロンズ現象を抑制する。これにより、全ての濃度領域において色相ずれもブロンズ現象も
目立たない高品位なモノクローム画像を出力することが可能となる。
【００７６】
　（その他の実施形態）
　本発明で適用可能なインクは、上記実施例に示した組成に限定されるものではなく、特
に一般的なブラックインクと複数のカラーインクの組み合わせであればよい。上記実施例
では、含有する色材を顔料として説明してきたが、染料インクであってもブロンズ現象が
目立つ場合には、本発明は有効に機能する。
【００７７】
　以上では、モノクローム画像の色相の補正を行うために、シアンインクとマゼンタイン
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クを使用し、ブロンズ現象を補正するためにグリーンインクを使用する例で説明したが、
本発明はこれに限定されるものではない。記録媒体の種類やインクの成分等によっては、
ブラックインクの色相が図５とは異なる方向に位置する場合もあり、ブラックインクのブ
ロンズ色が図８とは異なる方向を持つ場合もある。このような場合には、色相ずれやブロ
ンズ色のそれぞれの色相成分に基づいて、これらを補正する方向の成分を有するインクを
１以上選択し、これらインクを適切な割合で使用すればよい。
【００７８】
　例えば、ブラックインクのブロンズ色が－ｂ＊方向に彩度をもつ場合には、高濃度領域
ではグリーンインクではなくレッドインクを記録する方が、ブロンズ現象を抑制するのに
効果的である。また、ブラックインクの色相が、低～中濃度領域の中でも濃度レベルに応
じて変動するような場合には、色相ずれを補正するための有彩色インクを濃度レベルに応
じて切り替えていくようにしてもよい。いずれにしても、濃度レベルが相対的に低い低～
中濃度領域ではブラックインクの色相とは反対成分を有する１以上の有彩色インク（第１
のインク）を用いればよい。そして同時に、濃度レベルが相対的に高い高濃度領域ではブ
ラックインクのブロンズ色とは反対成分のブロンズ色を有する１以上の有彩色インク（第
２の有彩色インク）を用いて記録すればよい。このような第１の有彩色インクと第２の有
彩色インクを濃度レベルに応じて調整しながら記録することにより、本発明の効果を得る
ことが出来る。
【００７９】
　また、以上ではモノクローム画像を記録するために、主として１種類のブラックインク
を用いる場合について説明したが、例えばグレーインクやライトグレーインクのように異
なる濃度の無彩色インクを複数用意し、夫々に対して色相ずれを補正することも出来る。
この様な構成を採用すると、グレーインクのドットはブラックインクよりも目立ちにくい
ため、低～中濃度領域での有彩色インクの記録を抑え、色転びを軽減することが可能とな
る。
【００８０】
　また、上記実施例では、個々のノズルの内部に電気熱変換体を備えた例で説明したが、
本発明はこの様なインクジェット記録ヘッドに限定されるものではない。インクを吐出さ
せるためのエネルギ発生手段としては、個々のノズルの内部に圧電素子を配備する形態で
あってもよい。
【００８１】
　更に、以上の実施例では、ブラックインクが有する色相の彩度を０に近づけ、なるべく
無彩色のモノクローム画像を記録する場合について説明してきたが、本発明はこの様な形
態に限定されるものではない。近年では、同じモノクローム画像であっても、全体的にや
や青み帯びた冷黒調のモノクローム画像や、赤みを帯びた温黒調のモノクローム画像を、
ユーザの好みに応じて選択的に出力できる記録装置も提供されている。この様な場合であ
っても、低～中濃度領域において、目的の色相に合わせるようにブラックインク以外の１
以上の有彩色インクが適量に記録されれば、本発明の効果を得ることは出来る。
【００８２】
　更に、以上の実施例では、予め用意したＬＵＴを用いて、輝度濃度変換処理と色分解処
理とを一括して行う構成の色変換処理で説明したが、本発明はこのような構成に限定され
るものではない。図７に示す意味合いの変換処理（すなわち、低～中濃度領域で色相を補
正するための有彩色インクが記録され、高濃度領域でブロンズ現象を低減するための有彩
色インクが記録されるような処理）が行われていれば、本発明の効果は得られ、その範疇
に含まれる。例えば、そのような意味合いがパラメータとして定められた変換式を用いて
、ブラックの濃度データを算出変換する形態とすることも出来る。
【００８３】
　更に、上記実施例では、本発明の特徴的な処理を行う記録制御部３０５がインクジェッ
ト記録装置内部に備えられている形態の画像処理装置について説明したが、記録制御部３
０５はインクジェット記録装置内部に備えられている必要はない。例えば、インクジェッ
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機能を持たせるようにしてもよい。この場合、プリンタドライバが、多値の輝度データに
基づいて図４に示した一連の処理を実行し、生成した２値データを記録装置に供給する形
態になる。このように、ホスト装置とインクジェット記録装置を含んで構成されるインク
ジェット記録システムも本発明の範疇である。この場合、ホスト装置は、インクジェット
記録装置供給するデータを生成するための画像処理装置として機能する。
【００８４】
　つまり、本発明の特徴は、記録制御部３０５にて実行されるデータ処理にある。従って
、本発明の特徴的なデータ処理を行う記録制御部３０５を備えた画像処理装置が本発明の
範疇である。記録制御部３０５がインクジェット記録装置に備えられている場合、このイ
ンクジェット記録装置が本発明の画像処理装置として機能し、記録制御部３０５がホスト
装置に備えられている場合、このホスト装置が本発明の画像処理装置として機能する。
【００８５】
　更に、上述した特徴的なデータ処理をコンピュータに実行させるコンピュータ可読プロ
グラムや、そのプログラムをコンピュータにより読み出し可能に格納した記憶媒体も本発
明の範疇である。
【符号の説明】
【００８６】
　５４　　記録ヘッド
１０２　　顔料インクノズル列
１０３　　クリアインクノズル列
１０４　　不吐出領域

【図１】 【図２】



(16) JP 5538858 B2 2014.7.2

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】
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